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慰
労
金
の
実
績
報
告
始
ま
る

報
告
は
「
紙
様
式
」
で

住
民
投
票
で
「
ノ
ー
」
の
審
判
を

苦手な部位を練習
バキュームテクニックを開催

臨床学術部

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
は
、
紙
面
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

法
律　

10
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

10
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

10
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

接
遇
に
つ
い
て
解
説
す
る
水
原
道
子
氏

＝
８
月
30
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

吉
田
富
貴
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円　
　

定
員　

20
人

医
療
接
遇
研
修

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

川
端
重
忠
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

定
員　

60
人

国
際
的
に
重
要
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

大
阪
市
南
部
地
区
・
同
東
部
地
区
共
催
講
習
会

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

浦
長
瀬
昌
宏
氏
（
神
鋼
記
念
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
科
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

60
人

飲
み
込
む
力
〜
今
か
ら
は
じ
め
る
『
の
ど
』
ト
レ

市
民
講
座日

時　

11
月
12
日
（
木
）
〜
11
月
17
日
（
火
）

　
　
　

11
時
〜
18
時　

最
終
日
は
12
時
ま
で

会
場　

谷
町
九
丁
目　

ホ
ル
ベ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
上
汐
２
‐
２
‐
５
）

作
品
種
別　

 

絵
画
、
書
、
写
真
、
彫
刻
な
ど
日
常
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
作
品

問
い
合
せ　

06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３
１
（
担
当
・
町
原
）

※
10
月
12
日
ま
で
展
示
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

第
27
回 

余
技
展

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
／
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

　

臨
床
学
術
部
は
８
月
29

日
、
実
習
講
座
「
バ
キ
ュ
ー

ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
と
み
も

と
歯
科
医
院
（
港
区
）
で
開

催
し
、
15
人
が
参
加
し
た

（
写
真
）。
冨
本
昌
之
氏

（
協
会
副
理
事
長
）
と
衛
生

士
が
講
師
を
務
め
た
。

　

冨
本
氏
は
「
助
手
さ
ん
に

は
、
治
療
に
集
中
し
て
い
る

歯
科
医
師
と
、
患
者
さ
ん
の

橋
渡
し
を
し
て
ほ
し
い
。
週

明
け
か
ら
の
診
療
に
活
か
せ

る
よ
う
、
質
問
や
相
談
し
て

有
意
義
な
時
間
と
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

バ
キ
ュ
ー
ム
の
基

本
操
作
な
ど
を
学

び
、
班
に
分
か
れ
医

師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

・
患
者
の
そ
れ
ぞ
れ

を
経
験
す
る
相
互
実

習
を
行
っ
た
。
バ
キ

ュ
ー
ム
の
当
て
方
・

姿
勢
、
禁
忌
部
位
を

こ
と
。
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め

に
、
患
者
を
フ

ァ
ン
に
す
る
こ

と
が
重
要
」
と

強
調
。
接
遇

は
、
一
人
ひ
と

り
に
関
心
を
持

ち
、
患
者
の
状

望
し
て
き
た
。「
都
構
想

よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
」
を
願

う
市
民
の
声
に
背
を
向

け
、
莫
大
な
予
算
と
時
間

を
住
民
投
票
に
費
や
す
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
改
め

て
住
民
投
票
の
中
止
を
求

め
る
と
と
も
に
、「
都
構

想
」
の
撤
回
を
訴
え
た

乗
せ
し
、
市
営
プ
ー
ル
や

こ
ど
も
子
育
て
プ
ラ
ザ
な

ど
の
廃
止
・
削
減
を
盛
り

込
み
、
恣
意
的
な
数
字
の

操
作
で
黒
字
を
強
調
し

た
。
収
支
不
足
や
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
は
明
ら
か

で
あ
り
、「
都
構
想
」
の

破
綻
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て

な
る
。
４
つ
の
特
別
区
に

解
体
さ
れ
れ
ば
、
従
来
の

財
源
の
64
％
が
大
阪
府
に

吸
い
上
げ
ら
れ
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
削
減
は
避
け
ら

れ
な
い
。

　

「
都
構
想
」
の
狙
い

は
、
大
阪
市
の
財
源
と
権

限
を
使
っ
て
カ
ジ
ノ
・
Ｉ

し
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
き

た
公
立
病
院
や
公
衆
衛
生

研
究
所
、
福
祉
医
療
費
助

成
な
ど
の
重
要
性
が
改
め

て
認
識
さ
れ
、
維
新
政
治

の
誤
り
を
明
ら
か
に
し

た
。
い
ま
大
阪
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、「
都
構
想
」

で
は
な
く
、
市
民
の
命
と

お
さ
え
、
バ
キ
ュ
ー
ム
位
置

の
確
認
を
し
な
が
ら
自
身
の

苦
手
な
部
位
の
練
習
を
し

た
。「
意
識
し
て
い
な
か
っ

　

臨
床
学
術
部
は
８
月
30

日
、
新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講

座
を
開
催
し
、
ス
タ
ッ
フ
ら

53
人
が
参
加
し
た
。
午
前
は

水
原
道
子
氏
（
元
大
手
前
短

期
大
学
教
授
）
を
講
師
に
、

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
を
実
施
。

午
後
は
助
手
編
と
衛
生
士
編

に
分
か
れ
、
各
職
種
に
必
要

な
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。

　

水
原
氏
は
「
接
遇
と
は
患

者
に
安
心
と
納
得
を
届
け
る

況
を
観
察
し
、
共
感
し
、
言

葉
を
か
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
解
説
し
た
。

　

助
手
編
で
は
西
川
眞
二
臨

床
学
術
部
員
が
講
師
を
務

め
、
保
険
制
度
の
概
要
や
う

蝕
、
歯
周
治
療
の
流
れ
等

を
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら

受
付
や
助
手
に
必
要
な
基
礎

知
識
を
解
説
し
た
。

　

衛
生
士
編
で
は
、
う
蝕
や

歯
周
治
療
、
プ
ロ
ケ
ア
・
患

者
の
意
識
付
け
な
ど
を
解

説
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
症
例
に
つ
い
て
治
療
計
画

を
考
察
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
漠
然

と
し
て
い
た
治
療
の
流
れ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
（
助
手
）」、「
症
例
を
も

と
に
具
体
的
な
解
説
が
わ
か

り
や
す
か
っ
た
（
衛
生

士
）」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

た
、
自
身
の
癖
を
発
見
し
解

消
で
き
た
の
で
大
変
有
意
義

だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
従
事
者
慰
労

金
」
を
７
月
に
申
請
し
た
医

療
機
関
に
対
し
、
交
付
決
定

通
知
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
国
保
連
合
会
か
ら

振
込
み
を
受
け
た
医
療
機
関

は
、
慰
労
金
の
給
付
実
績
を

報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
実
績
報
告
の
方
法
は
、

申
請
時
と
異
な
り
、「
紙
様

式
」
の
み
で
の
報
告
で
す

（
９
月
10
日
現
在
）。

　

詳
細
、
報
告
様
式
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
は
、
大
阪
府
Ｈ
Ｐ

（http://www.pref.osaka.
lg.jp/iryo/2019ncov/
iroukindairishinsei.html

）

ま
で
。

　

大
阪
市
を
廃
止
し
４
つ

の
「
特
別
区
」
に
分
割
す

る
「
大
阪
都
構
想
」
の
協

定
書
が
大
阪
市
会
で
９
月

３
日
、
維
新
・
公
明
の
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮
ら

し
が
苦
境
に
陥
り
、
医
療

崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る
な

　

協
会
は
住
民
の
命
と
生

活
を
守
る
た
め
に
、
保
健

所
の
体
制
強
化
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
拡
充
、
家
計
へ
の

支
援
、
医
療
機
関
へ
の
財

政
支
援
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
集
中
し
て
取
り
組
む

よ
う
再
三
に
わ
た
っ
て
要

い
。

　

市
会
で
争
点
に
な
っ
た

「
都
構
想
」
の
財
政
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
市

は
最
後
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
影
響
を
反
映
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

大
阪
メ
ト
ロ
の
収
益
を
上

い
る
。

　

維
新
は
「
都
構
想
」
で

政
令
市
が
「
都
」
に
格
上

げ
さ
れ
、
二
重
行
政
の
無

駄
が
な
く
な
り
、
財
源
も

権
限
も
強
化
さ
れ
る
か
の

よ
う
に
宣
伝
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
態
は
全
く
異

Ｒ
な
ど
夢
洲
巨
大
開
発
に

つ
ぎ
込
む
こ
と
に
尽
き

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み

の
大
型
開
発
は
、
も
は
や

成
り
立
た
な
い
こ
と
は
明

ら
か
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、「
二

重
行
政
の
無
駄
」
な
ど
と

「『
大
阪
都
構
想
』
よ
り

コ
ロ
ナ
対
策
」
を
願
う
幅

広
い
市
民
・
団
体
と
連
携

し
、「
都
構
想
」
に
再
び

「
ノ
ー
」
の
審
判
を
下
す

た
め
に
総
力
を
挙
げ
る
決

意
を
表
明
す
る
。

健
康
、
生
活
を
第

一
に
守
る
市
政
に

変
え
る
こ
と
だ
。

住
民
投
票
へ
向
け

か
、
協
定
書
の
採

決
を
強
行
し
た
こ

と
に
強
く
抗
議
す

る
。

「大阪都構想」

小澤理事長が談話を発表

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

市議会の強行採決に抗議

接
遇
・
治
療
の
流
れ
学
ぶ

臨床学術部

▷協会HPから申し込み
▷費用は３カ月で１万円
 ※ 協会は情報提供のみです。

毎月更新 大阪府歯科保険医協会

求人情報サイト

http://osk-net.org/job/

　大阪市議会で「大阪都構想」の協定書が３日に可決され
たことを受け、小澤力理事長は採決に抗議する談話を９日
に発表した。全文は次のとおり。

【提出書類】
• 大阪府宛実績報告鑑（様式第８
号）

• 実績報告書（様式第７号）
• 慰労金を職員等に給付した際の
証憑（写し可）

• 要した振込み手数料にかかる証
憑（写し可）

【提出期限】
• 従業員等へ慰労金の給付が完了
した後おおよそ１カ月以内

【問い合わせ先】
大阪府慰労金交付事業コールセン
ター（平日９時から18時まで）
①℡ 050-3161-6019
②℡ 06-7166-9988

新　型
コロナ


